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	氏名（所属）
	大西　良広（（財）地域 地盤 環境 研究所）
〒651-1204　大阪市西区立売堀4-3-2
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	(1)計算モデル
	・N11～N13まで

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・3次元有限差分
・3DFD

・作成者：香川敬生（機能追加等：大西良広）

・作成年：オリジナルは2001年（随時更新）

	(3)参考文献
	・Graves 1996 & Pitarka 1999

	(4)有効振動数と

時間刻み
	・有効振動数は0～5 Hz

・計算した時間刻み：0.005秒

・提出用は2ステップに速度成分を１回出力

	(5)メッシュ・要素の切り方
	・一様サイズグリッド（プログラム上は可変サイズグリッドとできるが、今回は一様）
・グリッド間隔：100m（すべて）

・モデル化した領域（-17500≦Ｘ≦17500，-17500≦Y≦17500，0≦Z≦19600）

・格子または要素の切れ目の入れ方（半グリッドずれ）

	(6)境界の処理
	・用いた境界処理の手法（スポンジゾーンの導入）

・配置状況（XYは、-15000m&15000mより外側、Zは17000m以深をスポンジゾーン）

	(7)点震源のモデル化（ステップ１の場合）
	・ダブルカップル震源の導入法を説明（Pitarka 1999に従う）

・指定震源位置と実際の震源位置（XYは一致，Zは半グリッド浅）

・滑り速度関数を使用
・滑り関数の連続関数を使用

	(8)面震源のモデル化（ステップ２の場合）
	

	(9)減衰の導入法
	・手法や有効振動数などを簡単に説明（Graves 1996に従う）

	(10)提出波形に施した波形処理
	・Transverse・Radialへの回転以外はなし

	(11)その他
	・特になし


